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-m11111川田広報かなぎ ② 

零
手
話
と
言
葉
、
一
緒
だ
よ
ね
 

吏
ノ
 

平
成
五
年
か

ら
七
年

ま
で
の
三

年
間
、
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校
と
し
て
、
そ
し
て
、
平
成

八
年
か
ら

は
金
木
町
社
会
福
祉
協
力

校
と
し

て
指
定
さ
れ

て
い
る
川
倉
小

学
校
。

こ
の
児
童
生
徒

七
十
一
名
が

八
月
ニ
＋
七
日
、

童
謡
を
歌
う
会
の

皆
さ
ん
と

手
話
で
童
謡
を
歌
い
ま
し
た
。
 

▲自然と指先に力が入る児童。笑顔が見えるのは覚えた証拠 7 

▼去年の学習発表会でのーコマ。自己紹介を一人づつ。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動

を
し
て
い
る
人
は
、
気

負
わ
ず
逆
に
楽
し
ん
で

参
加
し

て
い
る
方
が
多

い
こ
と
に
気
が
付
く
。
 

広
報
が
町
で
見

つ
け

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。
 

私
達
に
 

で
き
る
こ
と
 

花いっぱい運動での花の植え替え。ボランティア
連絡協議会と同会に登録しているさわやかグルー 

プは、町が用意した花をプランターへ植え替え、 

町の道路沿い等に配置する。 



芦野公園さくらまつりを前
にクリーン大作戦。左は、 
金木老人クラブ連合会。同
クラブではこの他にも定期
的に行っています。下は金
木小、中、高の児童生徒。 

敬老の日を前に東北電力五所川原営業
所と金木町のホームヘルパー等が独り
暮らしのお年寄り宅に電気設備点検や
窓ガラスの掃除を行う。 

へ
 

へ

」
 

川
倉
小
学
校
で
は
、
教
育
目
標

で
あ
る
「
や
さ
し
く
勇
気
の
あ
る

子
」
の
具
体
化
の
た
め
の
教
育
活

動
に
福
祉
活
動
の
実
践
的
、
体
験

的
学
習
を
位
置
付
け
、
家
庭
や
地

域
と
の
協
力
を
得
て
今
ま
で
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

主
な
活
動
と
し
て
、
老
人
や
障

害
を
持
っ
た
人
達
を
正
し
く
理
解

す
る
た
め
、
あ
し
の
園
や
サ
ン
ト

ピ
ア
ホ
ー
ム
と
の
交
流
活
動
に
は

特
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
今
回
児
童
の
方
か
ら
積
極
的

に
手
話
を
覚
え
た
い
と
の
案
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
 

手
話
は
、
人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

の
放
映
以
来
、
何
か
人
の
役
に
立

ち
た
い
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
 

川
倉
小
学
校
で
も
、
昨
年
の
学

習
発
表
会
で
三
年
生
の
出
し
物
が

手
話
で
し
た
。
勿
論
、
複
雑
な
も

の
で
は
な
く
、
自
分
の
名
前
や
簡

単
な
挨
拶
な
ど
を
手
話
で
発
表
し

ま
し
た
。
 

町
の
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る

だ
れ
に
で
も
出
来
る
や
さ
し
い
講

座
の
中
に
組
み
込
ん
だ
の
も
、
も

つ
と
子
供
達
が
手
話
を
覚
え
た
い

と
い
う
こ
と
で
実
現
。
 

八
月
二
十
七
日
、
午
後

一
時
一11
 

十
分
か
ら
川
倉
小
学
校
体
育
館
に

集
ま
っ
た
児
童
は
、
木
造
手
話
サ
 

ー
ク
ル
所
属
の
斉
藤
真
実
さ
ん
と

盛
生
穂
さ
ん
か
ら
、
指
先
の
柔
軟

運
動
か
ら
指
文
字
の
五
十
音
を
次

々
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
吸
収
力

の
早
い
子
供
達
は
ふ
ざ
け
た
り
、
 

居
眠
り
す
る
こ
と
無
く
、
時
間
が

経
つ
に
つ
れ
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

手
話
を
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
こ
の
日
の
課
題
「
森

の
く
ま
さ
ん
」
の
歌
詞
を
手
話
で

覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
講
師
の
判

り
易
い
解
説
が
付
く
こ
と
で
三
回

の
練
習
で
完
壁
に
覚
え
て
し
ま
っ

た
児
童
。
最
後
に
童
謡
を
歌
う
会

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
手
話

と
一
緒
に
大
声
で
歌
い
ま
し
た
。
 

児
童
か
ら
は
「
遊
び
感
覚
で
覚

え
ら
れ
る
か
ら
楽
し
い
、
こ
れ
か

ら
も
つ
と
手
話
を
覚
え
て
日
常
会

話
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
な
 

I・
」
と
言う
声
も
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
 

こ
の
児
童
の
や
わ
ら
か
い
発
想

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
相
手
に
施
し

与
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
得

る
こ
と
も
多
く
、
人
は
支
え
ら
れ

て
生
き
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
教
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
 

③ 広報かなぎ III川III II ・ 

▲あれ？ これでいいのかな 2 

"8月19日 童謡を歌う会がー足早く練習 



▲どのチームも迫力ある仮装 

ト

1
，

リ
‘
 

今
年
も
八
月
十
四
日
を
皮
切
り
 
町

民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ネ
ブ
タ

に
、
伝
統
あ
る
「
奴
流
し
パ
レ
ー
 
運
行

や
チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
謡
発
表
会

ド
」
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
夏
ま
 
の

恒
例
行
事
に
加
え
、
初
め
て
行

つ
り
。
 

わ
れ
た
盆
踊
り
大
会
に
は
、
町
内
 

か
ら
仮
装
し
た
主
婦
等
約
百
五
十

名
が
参
加
し
、
最
高
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、
過
ぎ
行
く
夏
を
惜
し

ん
で
い
ま
し
た
。
 

▲ネブタ運行 

▲藤崎三平ショー 

▲田中収歌謡ショー 

III III川川広報かなぎ ④ 

卿
竃
卿
 

蘭
」
ぐ倉
「
 

，
魂泰
」‘

 

▲「お母さん見てる？今から歌うからネ」 

南国フ玄関にビワの実つく 
「実なんか付かないだろうな」と 5年前にビ

ワの種をまいたという金木美晴町の木村武則さ
ん（56歳）。 
ビワの原産は、温帯南部で冬期温暖な地域で

の栽培がほとんどです。 
そんなことは百も承知の木村さん、 「種を植

えたって事実があれば芽が出なくても友人との
話の種くらいになるし、下手すると話に花が咲
くかも」ととりあえず自宅の比較的暖かい玄関
先で育ててみることにしました。 

ところが、木村さんの意に反したビワは、昨
年の10月には花が咲き、更には念願の実が今年
の3月に付きはじめ、6月までの間に約80個の
実がなったそうで「市販の物と一緒で、甘くて
おいしかった」 そうです。 



へ
 

へ
 

様
 
監
督
と
大
会
出
場
メ
ン
バ
ー
等
が

労
 
訪
れ
、
鳴
海
収
入
役
と
成
田
教
育
 

靖
 
島
に
ト
m
フ
仁
ー
や
楯
舟
移
 

ん
 
て
い
ま
し
た
。
 

才
ご
 

皆
 

の
 

部
 

撲
 

目
 

木
I
 

刺
 

金
 

▲
 

一
 
八月
二
十
日
、
森
田
村

・
地
球

一
村
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
相
撲
場
で
行

一わ
れ
た
、
第
十
五
回
東
北
学
童
相

一撲
大
会
で
団
体
戦
準
優
勝
と
大
健

一
闘
した
金
木
小
学
校
相
撲
部
が
、
 

一
こ
の
ほ
ど
役
場
の
鳴
海
収
入
役
と

一
成
田
教育
長
を
訪
れ
、
大
会
報
告

一
を
しま
し
た
。
 

一
 東
北
六
県
を
代
表
す
る
ニ
十
五

一
校
が力
と
技
を
競
う
こ
の
大
会
で

一
金木
小
は
団
体
戦
予
選
を
順
調
に

一勝
ち
進
み
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
 

ー
では
山
形

・
朝
陽
第
四
小
に
惜
し
 

ーく
も
敗
れ
た
も
の
の
準
優
勝
。
 

一
 
こ
の
他
に
も
個
人
戦
で
は
、
同

一
小
学校
六
年
の
新
岡
秀

一
君
が
圧

一倒
的
な
強
さ
で
優
勝
し
、
集
ま
つ

一
た百
七
十
九
人
の
小
学
生
力
士
の

一
頂点
に
立
ち
ま
し
た
。
 

「
 報
告
に
は
、
成
田
教
頭
、
白
川
 

F
‘
ー
‘ー
・
ー・
ー
・
ー
 

会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル

献
女

子

初
優
勝
 

八
月
十
七
・
十
八
日
の
両
日
、
 

黒
石
市
を
会
場
に
開
か
れ
た
『
第

五
十
一
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民

体
育
大
会
」
で
、
金
木
町
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル

（
女子
）
が
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
 

六
郷
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
女子
）
 

に
は
、
県
内
の
強
豪
チ
ー
ム
、
東

北
・
上
北
・
鯵
ケ
沢
・
蟹
田

・
浪

岡
・
五
戸
の
七
町
か
ら
約
九
十
人

が
参
加
。
 

初
日
の
十
七
日
は
、
シ
ー
ド
権

一

を
獲
得
し
た
金
木
町
。
十
八
日
も
一

試
合
を
確
実
に
勝
ち
進
み
、
決
勝

一
 

で
は
浪
岡
町
と
対
戦
。
 

「
 

両
チ

ー
ム
と
も
に
ヒ
ッ
ト
を
飛
一

ば
し
、
六
回
ま
で
は
、
三
対
三
の

一

緊
迫
し
た
試
合
を
観
せ
、
七
回
に

一

金
木
町
が
二
点
追
加
し
五
対
三
で
一

金
木
町
が
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し

一

た
。
 

た
c
 

第
四
回
金
木
町
長
杯
 
一

争
奪
囲
碁
大
会
 
一
 

一
位
 
尾
野
 
春
実
 
稲
垣
村
「
 

二
位
 
荒
関
 
俊
一
 
金
 
木
一

三
位
 
阿
部
 
清
夫
 
中
里
町

一
 

一
 

第
四
回

金
木

力
ッ
プ

ス
 
ー
 

チ
ャ

リ
テ
イ
ー
ゴ

ル
フ
大
会
一
 

金
木
町
長
杯
（
A
ク
ラ
ス
）
 

一
位
 
長
 
内
 

悟
 

一
 

一
一位
 
小
 
松
 

久
 

一
 

11
1位
 
津
 
島
 
正
 
彦
 
一

金
木
町
商
工
会
長
杯
（B
ク
ーフ
ス
）
 

レ
デ
ィ
ス
部
 

一
位
 
春
 
藤
 
真
理
子
 

】
 

二
位
 
津
 
島
 
恵
美
子
 

一
 

三
位
 
花
 
田
 
奈
保
子
 
一
 

ー
ー
ー
‘
ー
ー
‘
ー
ーー
ー
・
ー
ー
・
L
 

  

⑨

d

ー
 

 

⑥
汎
 

 

                 

      

伝
 

 

板
 

言
 

        

                
 

〇届けました 
8月16日 金木字菅原222 

金木警察署内 自転車の鍵 

以上に心当たりの方は、金木警 

察署落しもの係りまで。 

8月初旬 第一保育所駐車場 
女性用 腕時計 

以上に心当たりの方は、金木町 

役場企画室まで。 

〇係から 
このコーナーを利用したい方は 

役場企画室まで。 
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蔵
加
か
剖
伽
民鰍
プ
剖不
切
ル
憾
輯讐
 

一
 
廿
蕊
眼
惑
鷺

鍵
難
謬
”
署
芦
鯛
購
一
 

」
 

た
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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体
 

民
 

県
 

木
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主
月
 

抗
 

対
 

」
〉
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山
木
ー
 

一
 j
 

田
 

市
 

回
 

▲ソフトボール・初優勝に導いた面々 

11
1位
 
外
 
岬
 

茂
 

一
 

一

位 金 

沢 

栄 一 

一一

位 吉 崎 

孝 

雄 一 

崎崎沢

孝 
茂 栄 



八
月
十
四
日
、
金
木
町
大
東
ケ

丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ

ー
 

で
芦
野
開
拓
五
十
周
年
記
念
式
典
 

ノ
、
 

が
開
か
れ
、
大
東
ケ
丘
の
住
民
三

十
人
が
集
ま
り
、
五
十
周
年
を
祝

い
ま
し
た
。
 

戦
後
た
だ
ち
に
当
時
の
満
州
国

に
開
拓
者
と
し
て
行
っ
て
い
た
人

達
や
樺
太
に
い
た
人
達
が
引
き
揚

げ
て
来
て
、
こ
の
地
に
落
着
き
、
 

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
開
拓
組
合

と
し
て
大
東
農
園
付
近
に
入
植
。
 

採
草
地
や
一
面
濯
木
の
生
え
て
い

た
荒
地
を
耕
し
て
こ
こ
に
大
東
ケ

丘
と
い
う
開
拓
の
部
落
を
造
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

式
典
で
は
、
白
川
晴
雄
大
東
ケ
 

丘
町
内
会
長
が

「当
初
二
十
三
戸

で
出
発
し
、
最
盛
期
に
は
五
十
五

戸
程
も
あ
っ
た
家
屋
も
高
度
成
長

時
代
の
波
に
乗
っ
て
、
こ
の
地
を

去
る
者
が
増
え
、
今
で
は
二
十
七

戸
に
減
少
。
更
に
、
高
齢
化
が
進

む

一
方
で
住
民
は
五
十
歳
を
越
え

る
人
達
ば
か
り
。
時
の
流
れ
を
感

じ
る
」
と
挨
拶
。
引
き
続
き
、
田

中
町
長
が
 
「記
念
す
べ
き
五
十
周

年
。
改
め
て
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
や

開
拓
者
の
御
苦
労
を
忘
れ
た
く
な

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
祝
宴
に
移
る
と
そ
れ

ぞ
れ
が
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。
 

芦
野
開
拓
五
十
周
年
祝
う
 

▲思い出話に花が咲 

ニ
十
一世
紀
の
宝
達

新
し
い
門
出
を
祝
う
 

八
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
八
年
度
金
木
町
成
人
を
祝
う

会
が
行
わ
れ
、
新
た
な
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。
 

今
年
の
対
象
者
は
百
六
十
九
人
。
 

式
で
は
、
田
中
町
長
が
「
大
き

な
権
利
と
義
務
を
確
実
に
守
っ
て

下
さ
い
」
と
挨
拶
、
今
誠
康
県
議
 

会
議
員
と
白
川
豊
則
町
議
会
議
長

が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
 

山
中
緩
奈
さ
ん
が
謝
辞
、
今
雅
司

さ
ん
と
太
田
裕
子
さ
ん
が

「
町
の

未
来
を
支
え
新
し
い
風
を
起
こ
し

た
い
」
と
二
十
歳
の
主
張
を
述
べ

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
桜
庭
利
弘
美
術
館
の

桜
庭
利
弘
館
長
が

「私
の
二
十
歳

の
頃
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
し

ま
し
た
。
 

▲義務と権利を守ります 

(
 

晦
 

、
、、

 

声
 

‘
 
喚
 

ト職 業 航空自衛官2等空曹 

ト氏 名 宮崎良三 

ト年 齢 38歳 

ト出身地 金木町喜良市 

ト家 族 妻と子供が2人 

ま
ち

の
で

き
こ

と
 

金
木
町
の
皆
さ
ん
元
気
で
ら
が

あ
 
。
 毎

月
、
広
報
か
な
ぎ
を
懐
か
し

く
読
ん
で
い
ま
す
。
見
覚
え
の
あ

る
顔
の
掲
載
に
ニ
ン
マ
リ
す
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
つ
が
る
弁

ク
イ
ズ
で
は
、
毎
月
ど
ん
な
問
題

が
出
る
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
が
わ
か
る
の
で
自

分
も
歳
な
ん
だ
な
あ
と
、
感
じ
て

い
ま
す
。
 

さ
て
、
私
は
北
海
道
の
玄
関
口

で
あ
る
千
歳
に
住
ん
で
い
ま
す
。
 

仕
事
は
、
航
空
自
衛
隊
で
医
務
室

の
薬
剤
衛
生
資
材
班
に
所
属
し
、
 

医
務
室
で
使
う
薬
や
衛
生
器
材
等

の
調
達
、
維
持
管
理
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

千
歳
に
来
て
七
年
を
過
ぎ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
早
く
道
内

一
周
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
北
海
道
は
 
「で
っ
か
い
ど
う
」
 

と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
思
う
よ

う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
周

り
き
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
楽

し
さ
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
離
島
を
除
く
と
後
は
、
根
室
方

面
で
外
回
り
だ
け
で
は

一
周
し
ま

す
。
皆
さ
ん
も
是
非
、
北
海
道
の

雄
大
な
景
色
を
見
に
来
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
 

そ
れ
で
は
、
短
い
夏
も
終
わ
り

朝
タ
は
め
っ
き
り
涼
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
の
で
金
木
町
の
皆
さ
ん

体
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て
下
さ
 

'
v
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夏
場
の
重
労
働
か
ら
解
放
 

▲イナゴに特に効果があった 

金
木
町
航
空
防
除
組
合
（
組
合

長
H

浅
利
勇
）
で
は
、
こ
の
夏
、
 

管
内
の
水
稲
病
害
虫
を
防
除
す
る

た
め
、
有
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
ラ

ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
広

域

一
斉
防
除
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
水
稲
防
除
は
、
農
家

個
々
で
ま
ち
ま
ち
に
行
っ
て
来
ま

し
た
が
、
低
コ
ス
ト
と
高
い
安
全

性
、
さ
ら
に
は
防
除
効
果
が
高
い

こ
と
な
ど
か
ら
航
空
防
除
を
望
む

農
家
が
多
く
、
同
組
合
が
今
年
初

め
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
 

防
除
は
、
出
穂
期
と
穂
揃
期
の

二
回
散
布
す
る
方
法
で
、
有
人

ヘ

リ
三
機
と
桑
元
農
業
共
同
組
合
の

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
二
機
で
、
約
千
四

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
散
布
し
ま
し
た
。
 

こ
の
結
果
、
農
家
か
ら
は
「
夏

場
の
重
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
 

イ
ナ
ゴ
に
は
特
に
効
果
が
あ
っ
た
」
 

な
ど
の
好
評
を
得
た
こ
と
か
ら
、
 

同
組
合
で
は
来
年
度
以
降
、
管
内

全
て
の
水
稲
作
付
け
農
家
の
同
意

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
 

相
撲
を
五
輪
種
目
に
 

金
木
町
が
主
催
す
る
「
田
中
英

寿
先
生
を
励
ま
す
会
」
が
中
央
公

民
館
で
町
民
や
相
撲
関
係
者
等
、
 

▲十年後のオリンピックが楽しみ 

約
二
百
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。
 

田
中
さ
ん
は
、
蒔
田
に
生
ま
れ

高
校
時
代
か
ら
相
撲
を
は
じ
め
、
 

日
本
大
学
に
進
学
。
昭
和
四
十
一
一

年
に
は
第
四
十
五
代
学
生
横
綱
に

輝
き
、
卒
業
と
同
時
に
母
校
相
撲

部
コ
ー
チ
と
し
て
後
輩
の
指
導
に

つ
と
め
、
そ
の
胸
を
借
り
て
育
っ

た
選
手
は
横
綱
輪
島
を
は
じ
め
、
 

現
役
関
取
舞
の
海
、
智
ノ
花
な
ど

七
名
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
日
本
大
学
本
部
体
育
局
庶
務

課
長
並
び
に
日
本
大
学
相
撲
部
監

督
の
傍
ら
、
 
（財
）
日
本
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
理
事
な
ど
の
要
職

に
就
き
、
相
撲
競
技
の
普
及
発
展
、
 国

際
化
に
意
欲
を
燃
ゃ
し
、
世
界

各
国

へ
と
超
御
多
忙
の
毎
日
。
 

励
ま
す
会
で
は
、
田
中
町
長
が
 

「
田
中
さ
ん
の
実
績
が
町
内
全
て

の
大
い
な
る
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」
 

と
挨
拶
し
、
今
誠
康
青
森
県
議
会

議
員
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
田
中
さ
ん
は
「
十
年

後
、
相
撲
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目

に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。
そ
の
時
、
 

相
撲
王
国
金
木
町
か
ら
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
が
出
場
出
来
る
よ
う
、
 

こ
の
火
を
絶
や
さ
な
い
で
」
と
胸

の
内
を
語
り
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
祝
宴
に
移
る
と
田
中

先
生
を
囲
ん
で
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。
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持ちやすく軽過ぎない包丁 

包丁の選び方、手入れの仕方 

包
丁
の
種
類
は
、
ざ

っ
と
六
十
種
類
あ
り
ま

す
が
、
家
庭
で
は
、
文

化
包
丁

（
万
能包
丁
）
、
 

菜
切
り
包
丁
、
刺
身
包

丁
、
出
刃
包
丁
、
果
物

ナ
イ
フ

（
ペ
テ
ィナ
イ

フ
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ
 

が
あ
れ
ば
、
お
お
か
た
の
料

理
に
対
応
で
き
ま
す
。
 

「
い
い包
丁
」
の
条
件
は
、
 

よ
く
切
れ
、
刃
こ
ぼ
れ
せ
ず
、
 

持
ち
や
す
い
こ
と
。
最
近
は

ス
テ
ン
レ
ス
の
包
丁
が
主
流

で
す
が
、
鋼
材
の
包
丁
を
買

う
と
き
に
は
、
刃
が
黒
光
り

し
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し

ょ
う
。
鋼
の
素
材
が
よ
く
、
 

焼
き
の
い
い
証
拠
で
す
。
次

に
、
刃
を
上
に
し
て
目
の
高

さ
ま
で
持
ち
上
げ
、
刃
先
が

曲
が
っ
て
い
な
い
か
、
細
か

い
刃
こ
ぼ
れ
や
キ
ズ
が
な
い
か
を
確

か
め
ま
す
。
持
っ
て
み
て
、
自
分
の

手
に
合
一
つ
か
どう
か
も
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
。
軽
過
ぎ
る
も
の
は
か
え
っ
て

使
い
に
く
く
、
重
心
は
柄
よ
り
も
刃

の
方
に
あ
る
も
の
が
バ
ラ
ン
ス
も
い

い
よ
う
で
す
。
 

切
れ
な
い
包
丁
だ
と
、
料
理
素
材

の
切
り
ロ
が
荒
れ
、
味
も
損
な
わ
れ

ま
す
。
少
な
く
と
も
月
に
一
度
は
研

ぎ
ま
し
ょ
う
。
砥
石
に
は
、
荒
砥
、
 
 中

砥
、
仕
上
げ
砥
の
三
種
類
が
あ
り
、
 

順
番
に
研
ぐ
の
が
手
順
で
す
が
、
家

庭
で
は
中
砥
だ
け
で
十
分
で
す
。
砥

石
は
二
十
分
ほ
ど
水
に
つ
け
、
た
っ

ぷ
り
水
分
を
含
ま
せ
た
後
、
濡
れ
ぶ

き
ん
に
乗
せ
て
滑
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
包
丁
は
約
六
十
度
の
角
度
 

（十
円
玉
三
枚
分
の
す
き
間
）
で
砥
 

・
 

石
に
当
て
、
刃
先
か
ら
ニ
ミ
 

リ
く
ら
い
の
と
こ
ろ
を
目
安

に
、
ゆ
つ
く
り
二
十
回
ほ
ど

研
ぎ
ま
す
。
両
刃
の
も
の
は

裏
表
と
も
に
。
片
刃
の
も
の

は
裏
も
三
回
ほ
ど
研
ぎ
ま
す
。
 

研
ぎ
終
わ
っ
た
後
、
大
根
の

切
り
ロ
で
表
面
を
こ
す
っ
て

お
け
ば
、
砥
石
の
に
お
い
を

消
せ
ま
す
。
 

使
い
終
わ
っ
た
包
丁
は
、
 

汚
れ
を
洗
い
落
と
し
た
後
に

熱
湯
消
毒
す
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
。
ふ
だ
ん
使
わ
な
い
包
 

丁
は
、
乾
い
た
ふ
き
ん
に
く
る
む
か
、
 

乾
燥
剤
と
一
緒
に
ロ
ウ
紙
に
包
ん
で
 

お
け
ば
、
サ
ビ
を
防
げ
ま
す
。
 



こくみんねんきん 

三
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
 

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
夫
婦
と
も

に
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
り
ま

す
か
ら
、
金
木
町
役
場
に
届
け
出

が
必
要
で
す
。
 

出
稼
ぎ
先
を
退
職
し
た
と
き
に

は
、
夫
婦
と
も
元
の
第

一
号
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
届
け
出
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
 

将
来
の
た
め
の
大
切
が
年
金
を

確
保
す
る
た
め
に
、
届
け
出
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
の
第
三
号
被
保
険
者
と
、
三
種

類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

農
業
や
漁
業
を
し
て
い
る
方
な

ど
が
夫
婦
で
出
稼
ぎ
に
行
き
、
そ

の
先
で
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と
、
 

二
人
と
も
第
一
号
被
保
険
者
か
ら

第
二
号
被
保
険
者
へ
と
種
別
が
変

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
 

夫
が
出
稼
ぎ
に
行
き
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
、
妻
が
夫
の
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
る
と
、
 

夫
は
第
二
号
被
保
険
者
、
妻
は
第
 

出
稼
ぎ
と
国
民
年
金
 

国
民
年
金

の
加
入
者
は
、

農

業
・
漁
業
・
自
営
業
・
学
生
な
ど

の
第

一
号
被
保
険
者
、
サ
ラ
リ

ー
 

マ
ン
や
公
務
員
な
ど
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
第
一
一

号
被
保
険
者
、
そ
し
て
第
二
号
被
 

葉を入れ、だし汁を 

くるみを中に入れ、 
茄でておく。 
だし汁で煮ておく。 

・鶏 卵 

材 料（10人分） 
玉粉 	125g 

約100 cc 
こしあん 	160g 
黒ごま 	5g 
黒さとう 	lOg 
くるみ 	20粒 
そうめん 	30 g 
干し椎茸 	3~ 4枚 
三ツ葉 	5~6本 

だし汁 	5 カップ 
塩 	小サジ1 
しょう油 小サジ1 

」酉 	少々 

作り方 
①白玉粉に水を加え、耳たぶ位の軟らかさになるようにこね、 

20等分にしておく。 
②あんを20等分にし、黒ごま、黒さとう、くるみを中に入れ、 
①の白玉粉でうずら卵のように包み、茄でておく。 

③そうめんは茄で、椎茸は千切りにし、だし汁で煮ておく。 
④だし汁に味付けをする。 
⑤器にそうめん、②の鶏卵、椎茸、三ツ葉を入れ、だし汁を 

よそいででき上がる。 

今回は、食品8種類、塩分0.7g。くるみ、ごまなどの脂肪
分は体内でビタミンAとなるカロチンの吸収をよくする働き
があるので、緑黄色野菜とー緒に使うのもよい調理方法です。 

食生活改善推進委員会 

発
嘉

鍋
紀

ク
ルー

 

生
け
花

・
池
坊
華
道
サ
ー
 

、
了
護差
 

A
三，

r、
，ンA
、
 

醐
一
，
 1ー

 

動
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
 
J
 

い
ま
す
。
 

「池
坊
」
と
書
い
て
い
け
 

の
ぼ
う
と
読
む
そ
う
で
、
こ
 

れ
は
、
京
都
市
中
京
区
に
あ
 

る
頂
法
寺
の
俗
称
で
、
現
在
 

あ
る
最
も
古
い
立
花
流
派
。
 

池
坊
華
道
サ
ー
ク
ル
に
は
、
 

生
け
花
を
愛
好
す
る
六
人
の
 

生
徒
さ
ん
が
在
籍
。
 

毎
年
恒
例
の
中
央
公
民
館
 

で
行
わ
れ
る
金
木
町
産
業
文
 

化
ま
つ
り
の
文
化
ま
つ
り
部
 

の
池
坊
華
の
展
示
で
は
愛
好
家
の
 

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
 

主
な
活
動
内
容
は
、
文
化
ま
つ
 

り
の
他
に
、
月
二
回
の
サ
ー
ク
ル
 

活
動
で
、
白
川
講
師
の
手
本
を

一
 

旦
紙
に
ス
ケ
ッ
チ
し
、
そ
れ
を
参
 

考
に
花
器
に
花
を
挿
し
て
い
く
と
 

い
う
も
の
。
同
サ
ー
ク
ル
の
生
徒
 

さ
ん
に
よ
る
と
、
当
初
は
「
お
花
 

の
名
前
を
覚
え
る
だ
け
で
も
…
」
 

と
は
じ
め
た
生
け
花
も
「
日
々
家
 
 事

に
追
わ
れ
る
中
で
、
お
花
と
接

す
る
こ
と
で
心
に
ゆ
と
り
が
生
ま

れ
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。
 

「お
花
は
、
人
の
心
を
和
ま
せ

満
た
し
て
く
れ
ま
す
」
と
白
川
講

師
は
早
速
お
花
を
生
け
て
下
さ
い

ま
し
た
。
 

一
緒
に
生
け
花
を
勉
強
し
た
い

方
は
、
中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
 

電
話
 
五
三
ー
三
五
八

一
 

"mhull川川―広報かなぎ ⑧ 

ク
ル

（講
師
H
白
川
須
美
子
）

ノ
 

は
、
金
木
町
中
央
公
民
館
活
 
，
ー

？

柳
 

▲池坊華道サークルの方たち 

(
 

(
 



日 時 

《平成8年》 

11月24日（日） 

12時から 

第3回ふるさとかなぎ会

総会並びに交流会 

開催 

場 所 

I七田又 「．H．、ノ_70ら44ゴ I 月コ墨了―つニノノフフコ 

11階 さつきの間 

JR中野駅北口前 

TEL 03-3388-1151 

9 ①クイズの答②今月号のよかった記事③つまら g 

下さい。応募の締切は10月 3 日当日宮 
当選者の発表は10月号に掲載します。A 
「この御飯腐っているんじゃない？」， 

8 

さん 
子 さん 
意見有難うご 
もこれにめげ 

＜蔓＞＜主＞＜玉＞く主＞く，＞く蔓＞』 

「c,fl4 , 4一蔵 
1 このクイズは若い人の知らない、聞いたこと ， 
§の無い津軽弁を楽しく、再発見してもらおうとサ 
サ問題にしたものです。 	 サ 
多 0.「このイヌおっぱふってかだってくる」を標， 
サ準語に直して下さい。 	 サ 
， 正解者の中から抽選で3名様に素敵な記念品サ 

8 なかった記事④ご意見・ご感想を記入のうえ 8 
金木町大字金木字朝日山323 9 
場企画室 9 

8 を差し上げます。どんどん応募して下さい。 8 
8 応募方法 ハガキに住所、氏名、年齢、職業、 8 
8 電話番号を記入のうえ 8 

へ
 

当
病
院
は
、
昭
和
三
十
三
年
十

月
一
日
に
発
足
し
て
以
来
、
増
床
、
 

増
築
、
医
療
機
器
等
の
近
代
化
に

努
め
て
き
主
託
統
与
、
建
物
の
老

朽
化
、
施
設
狭
隆
等
に
よ
り
昭
和

五
十
八
年
に
新
築
、
今
日
に
い
た

っ
て
い
ま
す
。
発
足
以
来
三
十
八

年
間
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
こ
こ

ま
で
こ
ら
れ
た
の
は
、
関
係
町
村

の
先
人
達
の
地
域
医
療
に
対
す
る

深
い
理
解
と
情
熱
が
あ
っ
た
か
ら

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
 

自
治
体
病
院
の
役
割
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
地
域
医
療
の
充
実
を

図
り
、
地
域
福
祉
に
貢
献
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
自
治
体
病
院
に
対
す
る

地
域
住
民
の
期
待
は
、
高
齢
化
社

会
の
進
行
、
疾
病
構
造
の
変
化
と

相
ま
っ
て
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し

医
療
に
お
い
て
は
、
現
行
制
度
で

は
救
急
医
療
、
高
度
医
療
等
不
採

算
部
門
が
多
々
あ
り
、
不
採
算
部
 
 門

を
廃
止
し
て
し
ま
え
ば
、
医
療

本
来
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
出

来
な
く
な
り
ま
す
。
社
会
情
勢
が

大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
、
自
治
体
病
院
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
、
地
域
医
療
に
お
い

て
負
う
べ
き
役
割
を
再
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い

ま
す
。
地
域
医
療
は
予
防
と
治
療

か
ら
成
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
目

的
も
疾
病
を
待
機
的
に
治
療
す
る

だ
け
で
な
く
、
健
康
に
生
活
を
営

め
る
よ
う
、
住
民
の
健
康
管
理
に

あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、
 

そ
う
し
た
方
向
に
医
療
が
展
開
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。
 

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
 

医
療
は
医
師
だ
け
で
な
く
、
看
護

婦
、
薬
剤
師
、
検
査
技
師
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
技
師
、
理
学
療
法
士
、
栄

養
士
、
事
務
職
員
等
全
職
員
が

一

体
と
な
っ
て
、
地
域
住
民
に
少
し

で
も
よ
い
医
療
を
心
掛
け
、
研
修
、
 
 

研
鐙
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
患
者
さ
ん
の
信
頼

を
最
優
先
と
し
、
 
「患
者
さ
ん
の

知
る
権
利
」
 
「生
き
る
権
利
」
 

「
医療
を
受
け
る
権
利
」
 
「自
己

決
定
権
」
 
「
プラ
イ
バ
シ
ー
を
守

る
権
利
」
を
尊
重
す
る
こ
と
を
病

院
目
標
の
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
 

当
院
で
は
、
人
間
ド
ツ
ク
、
妊

婦
さ
ん
の
た
め
の
母
親
教
室
（
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）
、
訪

問
診
療
、
訪
問
看
護
等
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
健
康
に
関
す
る
こ

と
は
何
な
り
と
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。
 

自
治
体
病
院
と
し
て
公
共
性
と

企
業
性
の
両
立
に
日
夜
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
医
療
を
取

り
巻
く
環
境
は
こ
と
の
ほ
か
厳
し

く
、
経
営
面
に
お
い
て
は
、
 「弱

小
自
治
体
病
院
の
帰
港
先
は
霧
の

中
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

今
後
は
、
物
資
や
冗
費
の
一
層

の
節
約
を
図
り
、
患
者
さ
ん
か
ら
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み
た
病
院
の
理
想
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
追
及
し
、
 
「患
者
さ
ん
あ
っ
て

の
病
院
」
を
肝
に
銘
じ
て
、
地
域

住
民
か
ら
愛
さ
れ
る
病
院
を
目
指

し
ま
す
。
将
来
的
に
高
齢
化
と
少

子
化
、
医
療
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
 

る
環
境
下
に
お
い
て
、
行
政
機
関

と
も
更
な
る
連
携
強
化
を
図
り
、
 

地
域
住
民
が
健
康
で
生
き
甲
斐
の

あ
る
二
十
一
世
紀
の
長
寿
福
祉
社

会
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
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一
 

P 

八
月
届
出

分
 

窓
 

の 

籍
 

お
し

あ
わ

せ
に
 

華 ,J,Ic 'C PJあ菜な童 J I灘喜 J/喜声gま 
警讐費警竺費警讐一讐〒 
隆浩〒，晃春正幸 R久輝雅 了 
一 〒＝ lロ． 立 ＝1 ' +I' ~生 立 吉 I~ 

ニき三、ノ！乙どlぐソ世一！乙芭二 くー 

金金喜金嘉金嘉金喜喜 つ 
良 	 良良

木木市木瀬木瀬木市市 

米黒近長外近今櫛加西

塚滝藤尾崎村 弓~藤村 

お

く
や
み
 

吉
崎
 
八

郎

（7
6才
）
金
 
木

前
多
み
さ
を

（8
9才
）
金
 
木
 

（醸
齢
”
（
薮
喋
林
 

(”
野獣

一
難
が
踊
 

（
難讐
騒
」
ね
 

寵
亜
護護
薪
誘
 

（
」「
醜
鯛
海
誘
 こ

の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

工

藤
 
勇
義
（

8
1才
）
 

木
立
 
忠
政

（
6
7才
）
 

工

藤
 
保
弘

（
6
9才
）
 

沢

田
 
し

な

（
9
2才
）
 

松

川
比
呂
江

（
3
6才
）
 

熊
谷

三
千
郎
（
7
8才
）
 

秋

元
 
貞

子

（5
0才
）
 嘉金嘉金金嘉藤

瀬木瀬木木瀬枝 

、
 

ノ
 

人
口

と
世
帯
 

／
 

、
、
 

8 月末現在 前年同月比 

男 5,948人 △ 50人 

女 6,548人 △ 67人 

計 12,496人 △ 117人 

世帯数 3,917 	 18 

金
 

・

太
田
 
セ
ツ
（
雲
雀
ケ
丘
団
地
）
 

三
、
〇
〇
O
円
 

国
な
たの
主書

り
がと
う
ご
ざいま
由
 

▼
静
和
園
ヘ
 

・

平
井
 
生
子
（
嘉
瀬
上
派
立
）
 

静
和
園
へ
手
作
り
お
手
玉
 
百
個
寄
贈
 

▼
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ
 

・

花
の

2
8
か
な
ぎ
応
援
団
 
五
、
〇
〇
〇
円
 

・

金
木
町
青
年
活
性
化
推
進
委
員
会

五
、
〇
〇
〇
円
 

・

か
な
ぎ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
 

五
、
〇
〇
0
円

第
九
回
津
軽
の
火
祭
り
の
夜
店
コ
ー
ナ

ー
 

＆
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
収
益
金
の
一
部
 

・

三
上
 
誠

一
 

五
、
〇
O
O円

第
九
回
津
軽
の
火
祭
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

I ／ 
ノ’一 

、 kにい 
1 縄三一 

I4 
~ 

は じめま して 

叫曳／優 

’ 憲糾 × 
健やかにたくましく育ってね 

（母 加藤留美子より）って欲しい（母西村陽子より） 
人に優しいたくましい子に育 

か
  

よ
『
 

、
 

 
~ 

恵え

望み

賀か 

」
．
，
  
曲
●
議
 

 

、
 

一
 

【？‘
元
美
 
 

g

【気香 

伽 

奈 
晴
m  

健康で元気いっぱい育って欲 
しい 	（母 今 裕子より） 

仁ノ や 
お っ 兄て 

一 ー ,実
み 

~ 

与 

一二戸： 	,‘． 	ー 

、，、申 
で・・い、

、 

-4 

ク
 
Y
、
 
 

菜 
摘 

な っみ 

お姉ちゃんと仲良く元気に育
って欲しい（母黒滝信子より） 

誰からも好かれる子になって
下さい（母 近村由紀子より） 


